
市民活躍課

施設概要

〇設置年月　　平成8年3月
〇設置目的　　ヴィラ、コテージ、オートキャンプ場等を備えた野外活動施設であり、豊
かな自然を活かし、都市住民との交流を図るとともに、大見地域の活性化を図ることを
目的に設立
〇主要施設　　ヴィラ（10棟）、コテージ（1棟）、オートキャンプ場（27区画）

指定管理者名 株式会社ふるさと夢公社きのもと

利用者アンケートの結果

令和４年４月１日から令和７年３月３１日
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管理運営業務
①ヴィラ棟、コテージ棟、オートキャンプ場棟施設の使用許可に関する業務
②施設の利用料の徴収、施設の維持管理、安全確保に関する業務
③施設の開閉・清掃・設備点検・備品管理・小規模修繕に関する業務

自主事業の 実施状況
新型コロナウイルスの影響が小さくなり、ほぼ予定どおりに自主事業を実施することが
できた。
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施設名称 大見いこいの広場

指定期間

施設所管課

令和４年度実績 特記事項（増減理由等）

宿泊者数　　　　　　　5,270人
野外施設利用者数　9,127人
その他施設利用者数　115人
年間利用者数計　　　14,512人

宿泊者数　　　　　　　6,675人
野外施設利用者数　10,951人
その他施設利用者数　1,211人
年間利用者数計　　　18,837人

令和３年度は緊急事態宣言
による休業があったが、令
和4年度は通年で営業する
ことができた。
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施設における収支 令和３年度実績令和４年度実績 特記事項（増減理由等）

収入(千円) 45,90747,094

45,037
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評価項目 主な評価の視点 配点 評価点

①設置目的の達成の取組 施設の設置目的の達成、利用者サービスの向上 40

年度評価及びコメント

年度評価
新型コロナウイルスの影響が小さくなり、徐々に回復傾向にあるもの
の、コロナ以前の7割から8割程度しか戻っていない。令和5年度は感染
症の5類移行に伴い、コロナ以前に戻すことができるかが、今後の施設
運営に大きくかかわってくる。Ｂ

29

②効率性の向上等の取組 経費の節減等、収入（利用者）の増加 25 17

③適正な管理運営の取組

69

経理状況、管理運営費の実施状況、公共性・安全性等の確保 35 23

その他特記事項

年度評価結果表令和4年度

合計 100

令和4年度は利用者の増加
に伴い、収入、支出とも増
加している。令和3年度は臨
時休業等もあり、運営経費
が少なかったことが影響し
ている。

(指定管理料) 6,7704,275

(利用料金収入) 34,35542,289

支出(千円) 37,046

利用者の声を
ふまえ、反映し

た事項

非常に満足度が高い

満足度が高い

満足度は低い

普通

各施設の利用者を対象に7月上旬から実施

概ね満足度の高い評価がされている

苦情のあった事項に対しては迅速に対応している
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評価区分

満足度 評価最多項目
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